
 

 



 



 



 



追記（2017年 7月） 

 

この論文は 1984 年に「本邦チョウ類における生態学的諸問題」の第 3 報として，第 1 報お

よび第 2 報の再印刷とともに印刷発表されました．すなわち，同一小冊子の中の 23～26 ペー

ジとして挿入され，わずか 4ページの論文ですが，「種分化メカニズムの中心問題は，不妊や不

交尾など遺伝的交流の不能化をもたらす変異の内容と，その分子遺伝学的裏付けである」とし

て、交配を誘導する性フェロモン，視聴覚要素、交配や産卵場所を決定する要素などの突然変

異を提唱したものです．つまり，近縁種の種間関係を検討し，種分化と進化の方向性を論じた

第 1報と第 2報では未解決だった，1種が 2種になるメカニズムを提唱したものです． 

 この第 3 報は、第 1 報，第 2 報のほか 3 編のリプリントを合併した 41 ページの小冊子の中

に納められ，1984年に環境生物研究会から 600部が発行されました．この小冊子は主として昆

虫学会，生態学会関係者に頒布ずみで，残部はほとんどありません． 

 

小冊子内の表題 

１～７ページ   第1報 生態的地位の等しい種類同士の競争の有無を巡って（1957年）． 

８～２２ページ  第 2報 近縁種間関係の考察・特に競争と進化（1958年） 

２３～２６ページ 第 3報 種の分化の機構と形質進化の方向性（1984年）． 

２７～２８ページ いくつかの近縁種グループの性格を比較する一方法（1958年）． 

２９～３６ページ アブラムシの変異と薬剤耐性（1984年度野菜病害虫防除現地検討会 

シンポジウム） 

３７～４１ページ 混み合い休眠の役割（ノシメマダラメイガでの実験的証明）， 

学位論文、Experimental studies on the larval diapause of the 

 Indian-meal moth, Plodia interpunctella H.の最重要部分の和文抄録． 

 

なお、第 3 報の詳しいレビューとして，第 4 報が 2004 年に環境動物昆虫学会誌に，第 3 報

とともに合併再録され，学会員に配布されました．筆者はその和文リプリント 500 部，英文＋

和文合併リプリント 400 部を内外に頒布しました．これらの英文も和文も，環境生物研究会の

HP からダウンロードできます．ちなみに、筆者はこの第 1 報～第４報を，第 1 論文～第 4 論

文と呼んでいます 

 

小冊子全体の訂正と補足（発行当時添付）． 

24ページ 7行目：「フェロモン合成遺伝子」のあとに「（正確にはフェロモン合成に関与する

酵素の合成遺伝子）」を追加 

25ページ 16行目：「寒地に分布」の前に「本邦の集合性種における近縁種関係では」を追加 

32ページ（2表上段）の LD５０を LC５０とする 

33ページ 12行目：「TANAKA」を「TAKADA」とする 


